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問１ ＬＡＮの改善に関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。

Ａ社は，数年前にＴＣＰ／ＩＰによる社内ＬＡＮ（イーサネット）を設置した。このＬ

ＡＮ上のホストに付けられたアドレスは，ネットワークアドレスとホストアドレスから構

5 成される。ネットワークの管理は情報システム部が対応した。当初は接続するパソコンが

少なかったので，情報システム部ではアドレスの割当てを先着順に行っていた。

， ， 。近年 利用者と共にパソコンが急増し 各部門ごとにサーバも導入されるようになった

情報システム部では，この間も先着順にアドレスを割り当ててきた。

Ａ社でのネットワークを取り巻く状況は次のとおりである（図参照 。）

10

（１）社内には３０部門あり，部門ごとに１台のハブ（リピータハブ ，１台のサーバ及）

び１０台のパソコンが設置してある。

（２）ＬＡＮは１本で，各部門のサーバ及びパソコンはハブを経由してＬＡＮと接続して

15 いる。

業務は日中のデータエントリと夜間のバッチ処理からなり，その特徴は次のとおりであ

る。

（１）データエントリでは，自部門のパソコンから自部門のサーバにだけデータを送り，

自部門のサーバに蓄積する。このとき，他部門との通信はない。

20 （２）バッチ処理では，サーバに蓄積したデータを処理する。パソコンとの通信はなく，

各部門のサーバ間で通信を行う。

最近，データエントリが集中する時間帯に，応答が極度に悪化しだした。そこで，情報

システム部は，原因の調査を行った。

サーバの性能の低さが原因となっているかどうかを調べるため，１部門のサーバとその

25 部門のパソコンだけを使用して，すべてのパソコンから同時に，連続してデータエントリ

を行ったが，応答の悪化はみられなかった。このとき，他部門のサーバ及びパソコンはす

べて停止していた。このことから，サーバの性能には問題がないことが分かった。

この結果から，情報システム部ではＬＡＮに問題があるとの結論に到達し，データエン
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トリにおける応答の向上を目指して，ＬＡＮの改善を行うことにした。

今のところ，データエントリの集中する時間帯にすべてのパソコンが稼働するこ設問１

とはない。しかし，最悪の場合，すべてのパソコンが同時に稼働することを想定しなけれ

5 ばならない。情報システム部は最悪の場合を想定したうえで，ＬＡＮの負荷を検討した。

データエントリの処理では，１台のパソコンから，５００ｋバイトのデータを自部門の

サーバに転送する。データの編集を行いながらデータを転送するので，１回の処理に１０

秒を要する。この処理を繰り返し行う。

10 （１）最悪の場合として，すべてのパソコンから，同時に，連続してデータが送られる状

況を想定する。この状態で，ＬＡＮの容量が無限大であって遅延なくデータを転送できる

ものとすれば，ＬＡＮの伝送量は何Ｍビット／秒になるかを求めよ。

（２）使用しているＬＡＮの容量は１０Ｍビット／秒である。このＬＡＮでは伝送量が５

Ｍビット／秒を超過すると，応答が急激に悪化することが分かっている。

15 情報システム部は，パソコンのプログラムを変更し，データの転送開始から終了までの

転送時間の変更を検討した。ＬＡＮの伝送量を５Ｍビット／秒以下にするには，５００ｋ

バイトのデータの転送開始から終了までの転送時間を少なくとも何秒以上にしなければな

らないかを求めよ。

20 情報システム部では，プログラムを変更しなくても，応答を改善する次のような設問２

４案を検討した。

案１ 各部門のハブとＬＡＮの間にルータを設置し，ネットワークアドレスによ

るフィルタリングを行う。

案２ 各部門のハブをリピータハブから，イーサネットアドレスによるフィルタ

25 リングを行うスイッチングハブに交換する。

案３ ＬＡＮを１０Ｍビット／秒から１００Ｍビット／秒に交換する。

案４ すべてのアドレスを見直し，設定をやり直す。

これらの案を検討した結果，次のとおりとなった。次の記述中の［ ａ ］～［ ｄ ］

に入れる案の番号を１～４の数字で答えよ。

30

ネットワークのアドレスは先着順に割り当てられていたのでランダムである。そのため

案［ ａ ］を採用する前に考［ ｂ ］を採用しなければならない。しかし，案［ ｂ

］は，すべてのパソコンとサーバに対して，一斉に採用しなければならず，現状では困

難である。

35 案［ ｃ ］を採用したとしても，すべてのパソコンが同時に稼働する場合にはＬＡＮ

が幅榛（ふくそう）を起こす。

案［ ｄ ］を採用した場合には，ＬＡＮの伝送量を少なくすることが期待できる。
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問２ 実数計算における誤差に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。

実数計算を２進浮動小数点数で行うコンピュータで，２次方程式の係数を読み込んでそ

の根を求めるプログラムを作成したところ，誤差が認められる場合が出てきた。原因を調

5 べた結果，２種類の誤差が存在することが判明した。

誤差の第一の原因として，係数の読込み部に間遠のあることが分かった。この部設問１

分のアルゴリズムを単純化した流れ図を図１に示す。記述を簡単にするために，係数を表

す入力文字は文字配列Ｃｉ（ｉ＝１，２，…，ｎ）に与えられ 小数点を必ず１個含み，

10 データの終わりには空白があるものとする。 は，数字１文字を数値に変換するDECIMAL
関数である。例えば， （’２ ）の値は２となる。次の記述中の［ ａ ］～DECIMAL ’

［ ｅ ］に入れる適切な字句を答えよ。

図１において，誤差の発生箇所は （※）の処理である。その理由は，０．１の変換後，

15 の２進数が［ ａ ］小数になってしまい ［ ｂ ］けた数では正確に表現できず ［， ，

ｃ ］誤差を生じるからである。

， ． ，［ ］ 。例えば １０進数０ １を２進数で小数点以下５けたまで求めると ｄ となる

このときの誤差は，１０進数で［ ｅ ］となる。

この誤差の原因を取り除くために，図２のようにアルゴリズムを修正した。設問２

20 図２中の［ ｆ ［ ｇ ］に入れる適切な代入文を答えよ。］，
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誤差の第二の原因は，数値計算の過程で発生することが分かった。このプログラ設問３

ムでは２次方程式 （ ：ａは０でない）の二つの根を、a*x^2 + 2*b*x + c = 0 a not= 0
( ( ) （註： ・ルート、平方根）X1 = -b + sqrt b^2 - a*c / a sqrt

X2 = -b - sqrt b^2 - a*c / a( ( )

5 の式で計算している。次の記述中の［ ｈ ［ ｉ ］に入れる適切な字句を答えよ。］，

ｂ＞０でかつｂ ２が と比べて非常に大きいときと，ｂ＜０でかつｂ ２が と比^ a*c ^ a*c
べて非常に大きいときに，それぞれ と の分子を求める際に［ ]が起こる。こX1 X2 h

X1 * X2 cの誤差を防ぐには，ｂ＞０ならば上式の［ ｉ ］を求め，根と係数の関係 ＝

10 から他方の根を求める。ｂ＜０ならば， ， を求める手順は逆となる。/ a X1 X2

（ 、 ）この問題は数式が扱われていたため 一部原本と違う表記があることをご了承ください

15
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問３ 基幹系データベースシステムと情報系データベースシステムに関する次の記述を読

んで，設問１～３に答えよ。

データベースシステムを，その利用形態から分類すると，銀行の勘定系システムや一般

企業の受発注システムなどで使用される基幹系データベースと，経営分析や顧客分析など

5 の分析業務や経営の意思決定支援のために使用される情報系データベースに大別できる。

情報系データベースは，一般に，基幹系データベースに蓄えられたデータを，利用者の

検索ニーズに合わせた形で目的別に抽出・加工して作成される。

基幹系データベースと情報系データベースの相違点を表にまとめた。設問１

10 【表 基幹系データベースと情報系データベース】

基幹系データベース 情報系データベース

対象業務 勘定系 ＤＳＳ

データ追加（ＡＤＤ） ［ ａ ］ ［ ｆ ］

15 データ更新（ＵＰＤＡＴＥ） ［ ｂ ］ ［ ｇ ］

処理形態 ［ ｃ ］ ［ ｈ ］

主な利用者 ［ ｄ ］ ［ ｉ ］

業務種別 ［ ｅ ］ ［ ｊ ］

データ保有期間 短期間 長期間

20 Decision Support System注 ＤＳＳ：

（１ ［ ａ ］～［ ｅ ］に入れる字句の組み合わせとして適切なのはどれか。ア～）

エの記号で答えよ。

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

25 ア なし 原則あり ＯＬＡＰ 経営スタッフ 非定型業務

イ あり 原則なし ＯＬＡＰ 実務担当 非定型業務

ウ あり 原則あり ＯＬＴＰ 実務担当 定型業務

エ なし 原則なし ＯＬＴＰ 経営スタッフ 定型業務

On-line Analytical Processing注 ＯＬＡＰ：

30 On-line Transaction ProcessingＯＬＴＰ：

（２ ［ ｆ ］～［ ｊ ］に入れる字句の組み合わせとして適切なものはどれか。ア）

～エの記号で答えよ。

35 ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ

ア あり 原則あり ＯＬＴＰ 実務担当 非定型業務

イ なし 原則なし ＯＬＴＰ 経営スタッフ 定型業務

ウ なし 原則あり ＯＬＡＰ 実務担当 定型業務

エ あり 原則なし ＯＬＡＰ 経営スタッフ 非定型業務

40
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図１のような売上伝票を基に，基幹系データベースを構成する正規化された関係設問２

表を図２のように設計した。図２中の［ ｋ ［ ｌ ］に入れる適切な字句を答え］，

よ。

5
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設問２のような関係データベースの表を使用した場合，例えば “１９９８年３設問３ ，

， ” ，月に 請求金額として１０万円以上を請求した顧客名を出力せよ という要求に対しては

複雑なＳＱＬ文を書く必要がある。

そこで，利用者の利便性を考慮した情報系データベースとして，図３のような表を作成

5 した。

（１）基幹系データベースを構築する際は，通常，データを正規化して実装するが，情報

系データベースは必ずしも正規化する必要がないとされる。この理由を，格納されるデー

10 タの特性の観点から２０字以内で述べよ。

（２ “１９９８年３月に，請求金額として１０万円以上を請求した売上伝票の伝票番号）

” ， 。 ［と顧客名を出力せよ という問合せを 次のようにＳＱＬ文で記述した ＳＱＬ文中の

ｍ ］に入れる適切な字句を答えよ。

15 ＳＥＬＥＣＴ ＤＩＳＴ ＮＣＴ 伝票番号，顧客名I
ＦＲＯＭ 売上表

ＷＨＥＲＥ 請求金額 ＞＝１０００００ ＡＮＤ

［ ｍ ］

20
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問４ データモデルとプロセスの相互関連に関する次の記述を読んで，設問１，２に答え

よ。

システムを分析する場合，データと機能という二つの側面から分析することが必要であ

る。それらの両方の分析結果の整合性をチェックするために，マトリックス表を作成する

5 ことがある。例として，Ａ君が受注管理システムを分析した結果を表１，表２及び図に示

す。

【表１ プロセス一覧】

プロセス 説明

10 新規顧客登録 新たに取引を始める顧客（見込客を含む）を登録する。

顧客情報変更 顧客名，住所，電話番号の訂正・変更を行う。

顧客削除 今後取引を行わない顧客で，代金回収がすべて終了している顧客を削

除する。

顧客情報照会 顧客名，住所，電話番号，未回収金額を表示する。

15 受注登録 受注内容（顧客，商品，数量，値引額）を登録する。

ただし，登録さ れていない顧客及び商品は，入力できない。

受注内容変更 値引額，数量の訂正・変更を行う。

受注情報照会 顧客名，商品名，数量，受注時点の単価，値引額を表示する。

請求書発行 毎月末に，代金未回収の取引について，

20 顧客名，商品名，数量，受注時点の単価，値引額，請求金額

を印字した請求書を，顧客ごとに作成する。

代金回収 代金を回収した受注情報を別のファイルに保存したうえで，

データベ ースから削除する。

商品登録 新たに取り扱うことになった商品を登録する。

25 商品情報変更 商品名，単価の訂正・変更を行う。

単価変更 商品の単価を変更する。

商品削除 取扱いを中止した商品で，代金回収済みのものを削除する。

商品情報照会 商品名，単価を表示する。
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【表２ マトリックス表】

5 プロセス エンティティタイプ

顧客 注文 注文明細 商品

新規顧客登録 Ｃ

顧客情報変更 Ｕ
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顧客削除 ［ ａ ］

顧客情報照会 Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

受注登録 ［ ｂ ］

受注内容変更 Ｒ Ｕ Ｕ Ｒ

5 受注情報照会 Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ

請求書発行 ［ ｃ ］

代金回収 Ｒ Ｒ Ｄ Ｒ

商品登録 Ｃ

商品情報変更 Ｕ

10 単価変更 Ｕ

商品削除 ［ ｄ ］

商品情報照会 Ｒ

注 記号の意味 Ｃ：生成（ ）Create
Ｒ：参照（ ）Read

15 Ｕ：更新（ ）Update
Ｄ：削除（ ）Delete

表２の［ ａ ］～［ ｄ ］に入れる適切な記号を答えよ。設問１

次の記述中の［ ｅ ］～［ ｊ ］に入れる適切な字句を，それぞれ６字以内設問２

20 で答えよ。

（１）プロセスをデータ側の視点から検証してみる。

ここでは，データのライフサイクル（生成，更新，削除）を担当するプロセスがすべて

存在するかという観点，及び同じエンティティタイプに対して異なるプロセスが更新を行

う場合，それぞれのプロセスの処理内容に重複や不整合がないかという観点からチェック

25 を行う。

エンティティタイプ［ ｅ ］については ［ ｆ ］を担当するプロセスがない。ま，

た ［ ｇ ］プロセスが実行されると，受注内容変更プロセスと受注情報照会プロセス，

が仕様を満たせなくなるので ［ ｇ ］プロセスのエンティティタイプ［ ｅ ］に対，

する参照は［ ｆ ］に変更しなければならない。

30 また，商品情報変更プロセスと単価変更プロセスは，ともにエンティティタィプ商品

を更新しているので，プロセスを［ ｈ ］できないかどうか検討する価値がある。

（２）データをプロセス側の視点から検証してみる。

データモデルから判断すると，このままでは，受注した商品の単価又は名称が変更され

35 た場合に問題が発生することになる。そのため，エンティティタイプ商品及びエンティテ

ィタイプ［ ｉ ］に履歴番号という属性を［ ｊ ］キーとして追加するなどの対策が

必要なことが分かる。

40
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問５ キャパシティプランニングに関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。

Ａ社は，図１に示す構成の顧客管理システムを構築することにした。運用形態は，昼間

にオンライン処理，夜間にバッチ処理を行うものとする。

5

新システム構成の適切なハードウェア選択を行うために，テスト用システムを構成し，

モデル業務プログラムによるベンチマークテストを行うことにした。テスト用システムで

は，高速ディジタル回線が末敷設であることから，汎用コンピュータとパソコンを同一Ｌ

ＡＮに接続した。テスト用システムの構成を図２に示す。

10

ベンチマークテストでは，業務プログラムの特性を考慮し，単純なＤＢ検索を行う業務

Ａ，幾つかのレコードを検索し加工後更新を行う業務Ｂ，ＤＢに対して条件検索を行い結

15 果をパソコンに送信する業務Ｃの３タイプを用意し，実業務の状況に合わせて入力トラン

ザクション数の割合を決めた。表１に，業務タイプごとのトランザクション特性を示す。

ＣＰＵ使用時間，伝送データ量は１トランザクションについての値である。

20
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【表１ トランザクションの特性】

業務タイプ トランザクション数の割合 汎用コンピュータの 伝送データ量

ＣＰＵ使用時間

5 業務Ａ ９５％ ミリ秒 バイト50 4,096
業務Ｂ ３％ ミリ秒 バイト600 10,240
業務Ｃ ２％ ミリ秒 バイト3,000 102,400

時間帯ごとの業務量からテストケースを四つに分け，それぞれの入力トランザクション

10 数を表２のように決めた。表２は６分間で入力するトランザクション数である。

【表２ 入力トランザクション数】

テストケース ケース１ ケース２ ケース３ ケース４

15 閑散時間帯 通常時間帯 繁忙時間帯 ピーク時間帯

入力トランザクション数 ５００ ８００ １，０００ １，５００

（件／６分間）

ベンチマークテストを行った結果を表３及び図３に示す。

20

【表３ 端末レスポンスタイム（６分間の平均値 】）

業務タイプ ケース１ ケース２ ケース３ ケース４

業務Ａ １．５秒 １．５秒 ２．０秒 ４．０秒

25 業務Ｂ ３．０秒 ３．０秒 ４．０秒 １０．０秒

業務Ｃ １０．０秒 １２．０秒 １５．０秒 ６０．０秒



- 14 -

1K1-10A.jtd

第１種午後 平成１０年春

ベンチマークテストのケース４では，主記憶利用率が１００％になっていること設問１

から，主記憶不足によるレスポンスタイムの悪化が予想できる。仮想記憶方式を採用した

5 ， ，コンピュータにおいて レスポンス悪化の原因が主記憶不足にあることを確認するために

どのような調査が必要か。１５字以内で述べよ。

ベンチマークテストでは汎用コンピュータとＬＡＮとを直結したが，実際の構成設問２

では各営業所との間を高速ディジタル回線で接続する。ピーク時間帯における回線利用率

10 を８０％とするには，高速ディジタル回線の速度をどれだけにすればよいか求めよ。答え

は四捨五入して１０ｋビット／秒単位で求めよ。ここで，伝送効率を１００％，トランザ

クションは各営業所から均等に入るものとする。
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トランザクション数の伸びを年３％と考え，業務タイプの比率が次の表のように設問３

変化すると想定した場合，５年後におけるピーク時間帯の１時間当たりの入力トランザク

ション数及びベンチマークテストのケース４と同等のＣＰＵ利用率になる汎用コンピュー

タのＭＩＰＳ値を求めよ。答えは四捨五入して整数で求めよ。ここではトランザクション

5 ， ， ， 。数の増加に合わせ 主記憶 ディスクチャネル ネットワークを増強してあるものとする

業務タイプ トランザクション数の割合

現在 ５年後

業務Ａ ９５％ ９１％

10 業務Ｂ ３％ ５％

業務Ｃ ２％ ４％

15
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， 。問６ デシジョンツリーによる決定問題に関する次の記述を読んで 設問１～３に答えよ

（表計算ソフトの機能・用語は，この冊子の末尾を参照してください。作成者注 このペ

ージは省略）

5 Ａ社は新製品を開発すべきかどうかの決定を迫られている。この新製品の開発には，５

億円の費用が掛かる。

新製品を開発すると，競合会社のＢ社の新製品開発のいかんにかかわらず，現在よりも

利益が２０％，１０％，５％増加する確率が，それぞれ ， ， であると予想され0.2 0.2 0.6
る。

10

これに反して新製品の開発をしなかったとき，競合会社のＢ社が新製品を開発する確率

は である。Ｂ社が新製品を開発したとき，Ａ社が何も手を打たなければ，現在よりも0.5
， ， ， ， ， 。利益が０％ ５％ １０％減少する確率が それぞれ であると予想される0.6 0.2 0.2

Ａ社が現在の利益の５％を広告に支出すると，現在よりも利益が２０％，１０％，５％増

15 加する確率が，それぞれ ， ， であると予想される。別の対策として，Ａ社は価0.3 0.3 0.4
格の引下げもできる。適切な引下げを行うと，現在よりも利益が１０％，５％，０％増加

する確率が、それぞれ ， ， であると予想される。0.1 0.2 0.7

なお，Ａ社もＢ社も新製品を開発しなかった場合は，Ａ社の利益は変わらない。

20 この関係をデシジョンツリーで表現したのが図１である 「１ （四角１）と「４ （四。 」 」

角４）が意思決定の点である。

25
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図１中の［ ａ ［ ｂ ］に入れる適切な字句をそれぞれ１０字以内で答設問１ ］，

えよ。

現在の利益を１００億円として，次の各問いに答えよ。設問２

（ ） 「 」（ ） ， ，１ 図１の ４ 四角４ において 期待利益が最大となる決定として適切なものを

5 解答群の中から選べ。

（１）に関する解答群

ア：何もせず イ：広告５％ ウ：価格の引下げ

（２）図１の頂点②の期待利益は幾らか。

10 （３）Ａ社にとって最適な意思決定として適切なものを，解答群の中から選べ。

（３）に関する解答群

ア 新製品の開発をする。

イ 新製品の開発はしないが，Ｂ社が新製品を開発したら価格の引下げをする。

15 ウ 新製品の開発はしないが，Ｂ社が新製品を開発したら広告に利益額の５％支出

する。

エ Ｂ社が新製品の開発をしてもしなくても，新製品の開発をしない。

図２のワークシートはデシジョンツリーによる決定問題を，表計算ソフトを用い設問３

20 。 ［ ］て行ったものである ワークシートのセルＣ２３とＣ２９に設定されている式の ｃ

～［ ｆ ］に入れる適切な字句を答えよ。

なお，ワークシートの説明は次のとおりである。

セルＡ２～Ｄ２０は，条件を入力する。

25 ・セルＢ３は，現在の利益

・セルＡ８は，新製品開発費用

・セルＣ６～Ｃ１７は，それぞれの戦略を実施したときの期待利益の増加率

・セルＤ６～Ｄ１７は，セルＣ６～Ｃ１７の期待利益が得られる確率

・セルＤ１９は，Ｂ社が新製品を開発する確率

30 ・セルＤ２０は，Ｂ社が新製品を開発しない確率

セルＣ２３～Ｃ２９は，計算結果を表示する。

・セルＣ２３～Ｃ２５は，図１の⑤何もしない，⑥広告５％，⑦価格の引下げのそれ

ぞれの戦略ごとの期待利益

・セルＣ２８は，Ａ社が新製品を開発したときの期待利益

35 ・セルＣ２９は，Ａ社が新製品を開発しないときの期待利益
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（１）セルＣ２３の式： [ ]( )B3+ c * C9*D9+C10*D10+C11*D11
d C23~C25 * e + f *D20（２）セルＣ２９の式：[ ]( )[ ][ ]

5
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問７ システム運用に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。

Ｓ社は，事業所から伝送されたデータをセンタで一括処理するＹシステムを稼働させて

いる。Ｙシステムは，毎日夜間に稼働しており，翌朝までに目次帳票を出力し，毎月１回

初日に，会計システムヘ引き継ぐデータを作成する。

5

センタでの一括処理は，自動的にジョブを起動するジョブ運用ツールを使っており，ジ

ョブを起動するためのオペレータ操作は不要である。このジョブ運用ツールは，ジョブを

自動的に起動する条件として，日付指定，時刻指定，ファイル指定，ジョブ指定が可能で

ある。ジョブは，これら四つの指定条件をすべて満足した時に起動される。

10

〔日付指定〕

指定した年月日にジョブを起動する。指定する日は年月日をＹＹＹＹＭＭＤＤの８けた

で指定する。数字形式で指定する以外に＊を用いて，ワイルドカード指定が可能である。

例えば，毎月の２日を指定する場合は，＊＊＊＊＊＊０２と指定する。日付を複数指定す

15 ることは可能であるが，最低一つは指定しなければならない。

〔時刻指定〕

起動時刻をＨＨＭＭの４けたの数字で指定する。複数指定，ワイルドカード指定はいず

れもできない。指定した時刻が到来しても，他の指定条件が満足するまでジョブは待たさ

20 れる。時刻指定をしない場合は，この条件は常に真と見なされる。

〔ファイル指定〕

他の指定条件を満足しても，ここで指定したファイルが作成されていないと当該ジョブ

は待たされる。複数指定した場合は，指定したすべてのファイルが作成されるまでジョブ

25 は待たされる。ファイル指定をしない場合には，この条件は常に真と見なされる。

〔ジョブ指定〕

他の指定条件を満足しても，ここで指定したジョブが終了していない場合又は異常終了

した場合は，当該ジョブは待たされる。複数指定した場合は，指定したすべてのジョブが

30 正常終了するまでジョブは待たされる。ジョブ指定をしない場合には，この条件は常に真

と見なされる。

このツールの指定方法の例を表１に示す。表１の指定では，ＸＸ処理を実行するジョブ

Ｘは，１９９９年１２月３１日にだけ起動される。起動される条件は，時刻が午後６時３

35 ０分以降であることと，ファイル１とファイル２が生成され かつジョブＡが正常終了し

ていることである。

40
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【表１ ジョブＸの起動条件】

処理名 ジョブ名 起動条件指定

日付 時刻 ファイル ジョブ

5 ＸＸ処理 ジョブＸ ファイル１、ファイル２ ジョブＡ19991231 1830

Ｙシステムのジョブ構成は図のとおりである。図の実線矢印は起動条件を示す。ファイ

ルから出ている実線矢印はファイル指定があることを示し，ジョブから出ている実線矢印

はジョブ指定があることを示す。点線矢印はファイルの参照・作成を示し，起動条件とは

10 関係ない。ファイルからジョブヘ向かう点線矢印は参照，ジョブからファイルヘ向かう点

線矢印はそのジョブでファイルを作成することを示す。

， ［ ］ ［ ］設問１ 表１に従って 図のジョブの起動条件を記述した表２中の ａ ～ ｄ

15 に入れる適切な字句をそれぞれ１０字以内で答えよ。

【表２ Ｙシステムの各ジョブの起動条件】

処理名 ジョブ名 起動条件指定

日付 時刻 ファイル ジョブ

20 前処理 ジョブ１ ［ ａ ］ ＩＪＦ 指定なし2100
帳票作成 ジョブ２ ［ ａ ］ 指定なし ［ ｃ ］ ［ ｄ ］

会計データ作成 ジョブ３ ［ ｂ ］ 指定なし 指定なし ジョブ１
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後処理 ジョブ４ ［ ａ ］ 指定なし 指定なし ジョブ２

ジョブ４に関する次の記述中の［ ｅ ］～［ ｇ ］に入れる適切なファイル設問２

名を答えよ。

5 一括処理システムでは，障害やデータ誤入力に対し，ジョブの入力ファイルを

再度準備してジョブ再実行を行うだけで対処できる。過去に発生してからしばら

く気付かずにいた障害も，発生した時点へさかのぼってジョブの再実行を行えば

。 ， 。よい このため 入力ファイルや累積ファイルなどは保存することが重要である

ジョブ４では［ ｅ ］及び［ ｆ ］のバックアップをしている。

10

， ， 。 ，また 毎日実行されるジョブは 翌日の準備処理が必要な場合がある 例えば

当日の処理で使用済みのデータの処置や当日出力した累積ファイルを翌日の入力

ファイルに変更することなどである。ジョブ４ではバックアップ後 ［ ｅ ，， ］

［ ｇ ］の削除をしている。その後，ファイル名変更プログラムで，ファイル

15 名を［ ｆ ］から［ ｇ ］へ変更している。

次の記述中の［ ｈ ］～［ ｋ ］に入れる適切な字句をそれぞれ５字以内で設問３

答えよ。

データ量の増大で夜間の運用時間の見直しが必要になり，ジョブ１のログを調

20 査した。ジョブ１ではＫＫＦを作成後，ＯＴＦを作成する順序になっており，Ｏ

ＴＦを作成するのに時間がかかっていることが判明した。会計システムを現行よ

り早い時刻からスタートするには，ジョブ［ ｈ ］の［ ｉ ］指定を取り消

し ［ ｊ ］指定に［ ｋ ］を設定するとともに，ジョブ３終了後に，ＫＫ，

Ｆを削除するジョブの追加が必要となる。

25
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問８ マイコンを用いた凍結防止装置に関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。

図１に，寒冷地などで使用される水道管の凍結防止装置のシステム構成を示す。温度セ

ンサは水道管の表面温度を計測する。温度センサの出力は増幅器で増幅されＡ／Ｄ変換器

。 。 ，によってディジタルデータに変換される 図２に温度と増幅器の出力の関係を示す なお

5 増幅器の出力電圧は，温度が－１０℃以下のとき常に０Ｖであり，温度が５０℃以上のと

き常に６Ｖである。

水道水の凍結を防止するため，変換されたディジタルデータを基に，水道管の表面温度

が５℃以下にならないようにマイコンでヒータを制御する。

10

次の記述中の［ ａ ［ ｂ ］に入れる適切な数値を答えよ。答えは小数設問１ ］，

第３位を四捨五入して小数第２位まで求めよ。

15 Ａ／Ｄ変換器の変換範囲は，０～６Ｖである。いま６ビットのＡ／Ｄ変換器を使用する

と，分解能は［ ａ ］℃になり，１０ビットのＡ／Ｄ変換器を使用すると分解能は［
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ｂ ］℃になる。ここで，センサや増幅器は理想的なもので，Ａ／Ｄ変換器の変換誤差は

ないものとする。

次の記述を読んで流れ図中の［ ｃ ［ ｄ ］に入れる適切な字句を，そ設問２ ］，

5 れぞれ８字以内で答えよ。

１秒ごとに実行される割込み処理プログラムは，ヒータの制御とＴ秒ごとの水道管の表

面温度計測を行う。ヒータの制御は，図３に示すようにヒータのスイッチのオンとオフを

繰り返すことによって行う。ヒータのスイッチのオン時間は，計測温度に応じて変化させ

る。この割込み処理プログラムの流れ図を園４に示す。ここで，Ｔとｍは整数とする。

10
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問９ ハッシュ法に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。

キー項目と幾つかの項目からなるデータを要素とする配列に対する検索・挿入・削除を

考える。配列の要素の数はＮとする。キー項目の値Ｋからデータの格納位置を決定するた

めに，ハッシュ関数Ｈ（Ｋ）を使用する。Ｈ（Ｋ）の値は１以上Ｎ以下である。

5 異なるキーに対してハッシュ関数の値が同じになったとき，衝突が起きたという（Ｈ

（Ｋ）＝Ｈ（Ｋ ，Ｋ≠Ｋ 。衝突への対処として，次のオープンアドレス方式（線形’） ’）

走査法）を採用する。

〔オープンアドレス方式（線形走査法 〕）

キーから計算された配列の格納位置に既に異なるキーが存在しているとき，配列は環状

10 につながっていると考えて，後続の空き要素を順次探索し，空いている要素にデータを格

納する．空き要素が一つだけになったときは，格納せずにオーバフローとする。

この方式を用いた検索では，ハッシュ関数で求められた要素からたどっていき，検索デ

ータ又は空き要素が見つかるまで探索を続ける。空き要素が見つかれば，検索データが存

在しなかったことになる。

15 ここでは，オープンアドレス方式（線形走査法）のことを，単にオープンアドレス方式

という。設問の流れ図で用いている記号の意味は次のとおりである。

Ｔａｂｌｅは，配列を表す（図１参照 。）

Ｔａｂｌｅ［ｉ］は，配列のｉ番目の要素を表す。

Ｋｅｙ［ｉ］は，Ｔａｂｌｅ［ｉ］のキーの値を表す。

20 Ｎは，配列の大きさを表す。

Ｍは，配列に格納されているデータの個数を表す。

Ｄａｔａは，格納しようとするデータを表す。

Ｋは，格納しようとするデータ（Ｄａｔａ）のキーの値を表す。

25

オープンアドレス方式を用いた格納処理の流れ図を図２に示す。配列の空き要素設問１

には，データとして使わない空白（ｓｐａｃｅ）が格納されている。同じキーの重複格納

は行わない ［ ａ ［ ｂ ］に入れる適切な字句を答えよ。。 ］，
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次の記述は，オープンアドレス方式の特性について述べている。記述中の［ ｃ設問２

］～［ ｆ ］に入れる適切な字句を答えよ。

5

オープンアドレス方式を用いて挿入処理が繰り返されると，使用中の要素が連続するク

。 ， （ ）。ラスクリングが発生する 例えば １２個の要素からなる配列を使う場合を考える 図３

ここで，空白の要素は，空いている要素を示し，斜線が施してある要素は，データが格納

されている要素を示す。

10
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図３の状態で，新しいデータは七つの要素（要素１，３～６，１１，１２）のいずれか

に入るが，各要素に格納される確率は等しくない（ハッシュ関数の値の分布は，一様とす

る 。例えば，新たなデータが４番目の要素へ格納される確率は［ ｃ ］であるのに比）

5 べ，１１番目の要素には，要素［ ｄ ］から要素［ ｅ ］に格納されるべきデータが

格納されるため，その確率は［ ｆ ］となる。このことから，挿入処理が繰り返される

と，使用中の要素のクラスタは，長いものほど長くなる確率がより高いことが分かる。

図３で，要素８に格納されているデータを削除するために，要素８の内容を未使設問３

10 用（ｓｐａｃｅ）に戻したところ，要素９のデータが検索できなくなった。このとき，要

素９に格納されているキーを使って計算したハッシュ関数の値は幾らか。考えられる値を

二つ答えよ。

データを削除する処理の流れ図（図４）を作成した。データを削除すると，設問設問４

３で述べた問題が発生する可能性がある。そこで，図４では，次の処理を行っている。

15

① データを削除するために，指定された要素の内容を未使用（ｓｐａｃｅ）にする。

② 削除したことによって検索できなくなったデータを削除した要素に移す（設問３の例

では，要素９に格納されていたデータを要素８に移す 。）

③ 移したデータを格納していた要素を未使用にする（設問３の例では，要素９の内容を

20 未使用にする 。）

④ ③の処理によって検索できなくなるデータが存在するかどうかチェックし，検索でき

ないときは，そのデータを③で未使用にした要素に移す。

⑤ ③，④の処理を検索できないデータが存在しなくなるまで繰り返す。

25 図４では，実行開始時に，変数ｉに削除するデータを格納している要素の番号が入って

いる。図４中の［ ｇ ［ ｈ ］に入れる適切な字句を答えよ。］，

〔ｓｗの説明〕

ｓｗ１：０ データの移動なし

30 １ データの移動発生

ｓｗ２：０ 削除処理中

１ 削除処理終了
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問１０ 西暦２０００年間題に対応するためのプログラム保守に関する次の記述を読ん

で，設問１～４に答えよ。

Ａ社は，約１５年前に構築した社員情報システムについて，西暦２０００年間題に対応

することにした。Ａ社情報システム部門のＢ君は，自分が保守を担当している社員情報シ

5 ， （ ， ）ステムについて アプリケーション資産 画面／帳票定義体やプログラム ファイルなど

の調査を実施した。西暦２０００年対応とは，システムが西暦２０００年以降の日付に対

しても正しく稼働するように，西暦年の表示や日付の処理方法に配慮することである。

なお，Ａ社では，ハードウェアとオペレーティングシステムは，西暦２０００年対応が

10 施されたものを入手済である。

， ， 。 ，西暦２０００年対応には 大別すると 表１に示すように２通りの方法がある 一つは

現行の西暦下２けたのままで対応する方法で，他の一つは，西暦年を表す項目の長さを，

２けたから４けたに拡張する方法である。

15

， “ ” “ ” ，Ｂ君が 当システムの 定期採用者入力処理 と 退職予定者一覧出力処理 について

使用するファイルとレコード様式を調査したところ，次のとおりであった。

なお，レコード中の“生年月日”などの日付項目は，すべて６けたであり，西暦下２け

た，月２けた，日２けたの順で日付データを格納している。

20

（１）社員マスタ

社員の基本情報を記録している。

25 社員マスタのレコード様式

社員番号 氏名 住所 電話番号 生年月日 入社年月日 入社時年
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英数字６け 漢字１０け 漢字４０け 英数字１５ 数字６けた 数字６けた 齢

た た た けた 数字２け

た

5 （２）所属履歴ファイル

社員が配属された組織（所属部課コード）と期間（配属年月日及び転出年月日）を管理

している。

なお，現所属への配属を表すレコードでは，転出年月日にすべて９が格納（９９９９９

９）され，過去の所属履歴と区別されている。

10 【所属履歴ファイルのレコード様式】

社員番号 所属部課コード 配属年月日 転出年月日

英数字６けた 英数字４けた 数字６けた 数字６けた

15 （３）定期採用者入力処理

（ａ）機能概要

定期採用者（４月１日入社）の情報を社員マスタと所属履歴ファイルヘ新規登録す

る。

（ｂ）システム運用上の処理期間

20 毎年６月１日から翌年の３月３１日（入社目の前日）までである。

（ｃ）処理概要

入力画面から社員番号を入力する。I.
社員番号をキーにして社員マスタを読み，レコードが無かった場合，氏名，住所，II.
電話番号，生年月日，配属（予定）先の所属部課コードの入力を受け付ける。

25 入社年月日は，翌年度の４月１日とする。III.
入社時年齢（入社年月日時点での満年齢）を計算する。IV.
入力画面から入力された情報と計算された情報を社員マスタに書き出す。V.
入力画面から入力された情報と計算された情報を所属履歴ファイルに書き出すVI.

（この場合，配属年月日には入社年月日が格納される 。）

30

（４）退職予定者一覧出力処理

（ａ）機能概要

翌年度中に年齢が満６０歳に到達する者を一覧表出力する。

（ｂ）システム運用上の処理期間

35 毎年３月１日から３月３１日までである。

（ｃ）処理概要

社員マスタを順に読み，全レコードを処理するまで次の処理を繰り返す。I.
生年月日をもとに年齢を計算する。II.
年齢は，当年（システム日付の年）から生年月日の年を引き算して計算する。III.

40 生年月日の月が１～３のとき，年齢が５９歳であれば退職予定者とする。IV.
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生年月日の月が４～１２のとき，年齢が６０歳であれば退職予定者とする。V.
退職予定者リストの明細行を編集し，印刷する。VI.

Ｂ君は，平成１０年（１９９８年）４月１７日に，西暦２０００年対応の作業量設問１

5 を見積もった。２けた対応方式と４けた対応方式の，どちらの方式を採用しても，すべて

のアプリケーション資産を修正するためには，少なくとも１年半の期間が必要であること

が分かった。ところが，社員情報システムの運用状況を調査した結果，幾つかのプログラ

ムについては，遅くとも，１９９９年６月までには西暦２０００年対応を実施する必要が

。 ， 。あった このため 段階的なシステム移行が可能な２けた対応方式を採用することにした

10 ２けた対応方式を選択すると段階的な移行が可能となり，４けた対応方式だと段階的に

移行できない理由を５０字以内で述べよ。

２けたのままで西暦２０００年間題に対応する場合，基準年を決め，基準年を起設問２

点とする相対年に変換する処理と，逆に，相対年を西暦年に戻す処理が必要になる。

（１）前者の相対年を求める処理を関数Ｒとして作成する場合，図１の流れ図中の［ ａ

15 ［ ｂ ］に入れる適切な字句を答えよ。］，

なお “西暦年＝基準年”のときの相対年は０とする。また，相対年の最大値は９９で，

ある。

20 （２）図１の関数を使用し，入社時の年齢計算アルゴリズム（図２）について西暦２００

０年対応を行った。流れ図中の［ ｃ ［ ｄ ］に入れる適切な字句を答えよ。］，
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図１の関数と図２の入社時の年齢計算アルゴリズムを使用し，定期採用者入力処設問３

理に対して，基準年を１９６０年として西暦２０００年の対応を行った。

（１）定期採用者入力処理をテストする際のテストデータとして投入するデータをテスト

5 ケース表（表２）に示す。実行後の予想結果［ ｅ ］～［ ｈ ］を答えよ。

なお，入社時年齢が負の値になる場合は “エラー”と答えよ。，

（２）表２のようなテストデータを用意する場合に，入社日（４月１日）の前後に着目し

たデータ以外に，どのような観点でテストデータを用意すればよいか。着眼点を二つ述べ

よ。

10

ケース１ ケース２ ケース３ ケース４

1998.12.31 1999.01.01 1999.12.31 2000.01.01投入データ システム日付

1976.04.02 1997.04.01 1959.03.21 1960.12.31投入データ 生年月日

予想結果 入社時年齢 ｅ ｆ ｇ ［ ｈ［ ］［ ］［ ］

15 ］

、 、 、注 表中 西暦年を４けたとしているが システムにテストデータとして投入する際は

西暦年は下２けたで入力する。
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退職予定者一覧出力処理に対して，基準年を１９６０年として西暦２０００年の設問４

対応を行った。システム日付を１９９９年４月に設定し，退職予定者一覧出力処理を実行

したところ，満６０歳を迎える従業員が実在しているにもかかわらず，帳票上には，退職

5 予定者が１名も印字されなかった。

正常に処理されるようにするには，基準年を幾らにすればよいか。複数考えられる場合

は，最大の値で答えよ。
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問１１ 簡易構文の定義に関する次の記述を読んで，設問１～５に答えよ。

宣言部と実行部からなる図１のような記述が可能な構文規則を，ＢＮＦで図２のように

定義する。

【図１ プログラムの記述例】

5

ｉｎ ｔ ａ

ｉｎ ｔ ｂ

ａ ＝ １

ｂ ＝ ａ － ２

10

図２の構文規則で，引用符でくくられている文字及び文字列は終端記号を，それ以外の

＜と＞で囲まれた名前は非終端記号を表す。ただし，＜数＞と＜識別子＞は終端記号で，

＜数＞は整数を表し，＜識別子＞は英字で始まる１文字以上の英字又は数字からなる文字

列とする。

15

【図２ 構文規則】

＜プログラム＞ ：：＝ ＜宣言部＞＜実行部＞

＜宣言部＞ ：：＝ ＜宣言部記述＞｜＜宣言部＞＜宣言部記述＞

20 ＜実行部＞ ：：＝ ＜文＞｜＜実行部＞＜文＞

＜宣言部記述＞ ：：＝ ＜宣言記述子＞＜識別子＞

＜宣言記述子＞ ：：＝ ‘ｂｙｔｅ’｜‘ｓｈｏｒｔ’｜‘ｃｈａｒ’｜‘

ｉｎｔ’

＜文＞ ：：＝ ＜識別子＞‘＝’＜式＞

25 ＜式＞ ：：＝ ＜項＞｜＜式＞＜演算子＞＜項＞

＜項＞ ：：＝ ＜数＞｜＜識別子＞

＜演算子＞ ：：＝‘＋’｜‘－’｜‘＊’｜‘／’｜‘＞＞’｜‘＞＞＞’

＜宣言記述子＞ ‘＝ ，＜数＞，＜識別子＞，＜演算子＞の後には，空白又は改行文， ’

30 字を置かなければならないものとする。また，意味に関する規則は次のとおりとする。た

だし，整数の内部表現は，２進形式とする。

（１）各宣言記述子は，指定された識別子のビット長と意味を次のように規定する。

ｂｙｔｅ ８ビット ２の補数表現の整数

35 ｓｈｏｒｔ １６ビット ２の補数表現の整数

ｃｈａｒ １６ビット 符号なし整数

ｉｎｔ ３２ビット ２の補数表現の整数

（２）各演算子の意味は次のとおりとする。

40 ＋と－は，それぞれ整数の算術演算の加算と減算である。
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＊と／は，それぞれ整数の算術演算の乗算と除算である。

， 。 ，＞＞と＞＞＞は シフト演算子である これらの演算子の右側に指定された値の分だけ

演算子の左側の値を右にシフトする。＞＞と＞＞＞の右側の値は，実行時には正でなけれ

ばならない。＞＞＞では，空いたビットに０を入れ ＞＞では，空いたビットに符号ビッ

5 トの値を入れる。一つの式に使われる演算子は，式の左から評価されるものとする。

ｂｙｔｅ，Ｃｈａｒで扱える整数の範囲を１０進数で答えよ。設問１

次のプログラムには，ＢＮＦで示した構文規則に反するエラーが幾つか含まれて設問２

いる。エラーになる行の番号をすべて答えよ。

10 ① ｉｎｔ ｄｅｆ，ｈｉｊ

② ｉｎｔ ａｂｃ

③ ｓｈｏｒｔ ｉｊｋ

④ ｉｊｋ ＝ ２ ＊ ３

⑤ ａｂｃ ＝ ６ ＊＊ ７

15 ⑥ ａｂｃ ＝ ｉｊｋ

⑦ ｉｊｋ ＝ ａｂｃ ＞＞３

次のプログラムを実行後のｊとｋの値はそれぞれ幾らか答えよ。設問３

ｂｙｔｅ ｉ

20 ｂｙｔｅ ｊ

ｂｙｔｅ ｋ

ｉ ＝ －６４

ｊ ＝ ｉ ＞＞ ４ ＋ ６

ｋ ＝ ｉ ＞＞＞ ６ － ８

25

シフト演算に関する次の間いに答えよ。設問４

（１）設問３の

ｉ ＞＞ ４

の部分を，シフト演算子ではなく除算演算子を使うと，どのように表すことができるか。

30 できるだけ簡潔な形で答えよ。

（２）シフト演算子＞＞は （１）のように除算演算子で置換えが可能である。これは，，

シフト演算子＞＞を＞＞＞と比較した場合，どのような特徴があるためか。２０字以内で

述べよ。

35 また，除算演算子をシフト演算子＞＞に置き換えるのは，除数及び被除数がどのような

。 ， 。値の場合に可能か 除数については１０字以内で 被除数については２５字以内で述べよ

式の評価順序を明示的に記述するために括弧‘ ‘ ’を使えるようにしたい。設問５ （’， ）

ここで用いた記法を使って，括弧を使えるように構文規則を拡張するとどうなるか示せ。

ただし，既に定義済みの非終端記号のうち，再定義しないものはそのまま利用可能とし，

40 また新規に非終端記号は定義しないものとする。
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問１２ データベース配置方法の評価に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。

， ， ， 。Ａ社では東京 大阪 名古屋に支社があり それぞれの支社内でＬＡＮを運用している

東京には６０台，大阪には５０台，名古屋には２５台のパソコン（ＰＣ）が接続されてい

5 る。また，これら３者の問はゲートウェイと専用の通信回線を通して接続されている。

（ ） ， ， ， ，各ＰＣからアクセスされるデータベース ＤＢ にはＸ Ｙ Ｚの３種類があり 現在

Ａ社では，これらのＤＢの配置方法を検討中である。図は，Ｘを東京，Ｙを大阪，Ｚを名

古屋に配置した場合の例である。

なお，ＤＢにアクセスする際は，経由するゲートウェイ数が最少になる経路が選択され

10 るようになっている。

， ，ＬＡＮの伝送速度は１０Ｍビット／秒であり ゲートウェイを結ぶ通信回線は全２重で

15 その伝送速度は双方向とも，６４ｋビット／秒である。Ｘ，Ｙ，Ｚへのアクセス１件当た

， ， ，りの ＬＡＮ 通信回線を流れるデー夕量はＰＣ側からＤＢ側へ及びＤＢ側からＰＣ側へ

それぞれ８００バイトである。東京，大阪，名古屋の各ＰＣから各ＤＢへのアクセス頻度

は，平均すると，ＰＣ１台当たり表のとおりである。

20 【表 各ＰＣから各ＤＢへのアクセス頻度】

Ｘへのアクセス Ｙへのアクセス Ｚへのアクセス

東京のＰＣ 件／秒 件／秒 件／秒0.10 0.05 0.05
大阪のＰＣ 件／秒 件／秒 件／秒0.02 0.12 0.07

25 名古屋のＰＣ 件／秒 件／秒 件／秒0.04 0.02 0.10
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図のように各ＤＢを配置した場合の東京と大阪とを結ぶ通信回線の利用率（％）設問１

を求めよ。

運用管理の単純化のためには，すべてのＤＢを１か所にまとめて配置する方法が設問２

有利であるが，この場合には大きな問題点がある。その問題点を２５字以内で述べよ。

5 遠隔地のＤＢをアクセスする頻度を極力少なくし，ゲートウェイ間を流れるデー設問３

タ量の総和を最小としたい場合，どのようなＤＢ配置方法が有利か。Ｘ，Ｙ，Ｚのそれぞ

れの配置場所を答えよ。

ゲートウェイを結ぶ通信回線の利用率が高まると，そこでの待ち時間が増加し，設問４

処理時間を大きくする要因になる。各ゲートウェイを結ぶ３本の通信回線のうち，最も利

10 用率の高い通信回線の利用率をできるだけ小さくするには，どのようなＤＢ配置方法が有

利か。Ｘ，Ｙ，Ｚのそれぞれの配置場所を答えよ。
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問１３ マイコンを用いた風船割りゲーム機に関する次の記述を読んで，設問１～３に答

えよ。

図１に風船割りゲーム機を示し，図２にその表示画面を示す。

5 （１）風船は最初にＸ座標値がｎ，Ｙ座標値が１からｍのいずれかの位置に出現する。次

に，風船はＸ方向をｎから１へ一定の速度で移動する。このとき，Ｘ座標値が一つ減るご

とに，Ｙ座標値は１からｍのいずれかの新しい値に変化する。

（ ） ， ，２ Ｘ座標値が１で固定の発射台は 発射台移動スイッチＡ又はＢを押すことによって

Ｙ方向に１からｍの範囲内を移動することができる。

10 （３）弾は発射スイッチを押すことによって発射され 一定の速度で，Ｘ方向を２からｎ

へ直線的に移動する。弾が風船に命中（弾の座標値と風船の座標値が一致）するか，又は

弾が命中せずにＸ座標値ｎへ到達すると，次の弾を発射できる。

（４）弾の発射時には，図３に示す波形で０．５秒間発射音が鳴動する。

（５）弾が風船に命中すると，弾と風船の表示は消えて，新たに移動速度が一段早くなっ

15 た風船が（１）に従って出現し，ゲームは継続する。

（６）移動してきた風船のＸ座標値が１となったときは，プレーヤの負けである。移動速

度が最高速度になったときの風船に弾が命中すると，プレーヤの勝ちである。

20

図４に風船割りゲーム機の構成を示し、表１に主な構成要素の使用目的を示す。
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マイコンのソフトウェアに関する次の記述を読んで，図５に示す割込み０の流れ設問１

図中の［ ａ ［ ｂ ］に入れる適切な字句を，それぞれ１５字以内で答えよ。］，
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Ｃは風船のＸ座標を一つ移動する時間を計数する変数，Ｐは図６に示す風船移動速度テ

ーブルの要素を指し示すポインタ変数である。図６のテーブル内の速度情報は，風船がＸ

座標を一つ移動するのに必要な時間を示し，値は次の式で計算される。

速度情報 ＝ 風船の移動時間 ÷ 割込み０の割込み周期時間（０．５ミリ秒）

5 例えば，風船の移動時間が３００ミリ秒のときは，速度情報の値は６００である。

なお，開始スイッチの押下による初期化処理によって，Ｐは最低速度の要素を指し示す内

容に，ＣはＰが指し示す内容に，それぞれ設定される。

10 次の記述中の［ ｃ ［ ｄ ］に入れる適切な数値を答えよ。設問２ ］，

割込み０の割込み周期は，図３に示す弾の発射音波形をマイコンのソフトウェアで容易

に生成できるように０．５ミリ秒とした。この場合，図４に示すタイマ割込みクロックの

周波数は［ ｃ ］ｋＨｚである。また，弾の発射音を０．５秒間鳴動するのに必要な割

込み０の割込み回数は［ ｄ ］回である。

15 次の記述中の［ ｅ ［ ｆ ］に入れる適切な字句を，それぞれ１０字以設問３ ］，

内で答えよ。
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弾の発射音鳴動中に，発射スイッチ，発射台移動スイッチＡ，又は発射台移動スイッチ

Ｂが押下されると，弾の発射音が乱れる現象が発生した。原因調査の目的で調査した項目

と，その調査結果を表２に示す。なお，マイコンの割込み制御仕様を表３に示す。

表２の内容から，割込み１，割込み２，又は割込み３の処理中に発生した［ ｅ ］が

5 待たされることによって，今回の現象が発生したと考えられる。そこで，割込み０の割込

み優先順位の設定を他の割込みより高くして，かつ割込み１，割込み２，及び割込み３の

処理中は割込みを［ ｆ ］する対策を実施した。

【表２ 調査結果】

10 調査項目 調査結果

割込み０（タイマ割込みクロック）の処理時 ０．４ミリ秒

間

割込み１（発射台移動スイッチＡ）の処理時 ０．４ミリ秒

間

15 割込み２（発射台移動スイッチＢ）の処理時 ０．４ミリ秒

間

割込み３（弾発射スイッチ）の処理時間 ０．２ミリ秒

割込み０～割込み３それぞれの割込み処理で それぞれの割込み処理中は、割込み禁止

の 状態

20 割込み許可状況

割込み優先順位の設定内容 すべての割込みは同じ優先順位

【表３ マイコンの割込み制御仕様】

25 仕様項目 内容

割込みの禁止又は すべての割込みを、禁止状態にする命令と許可状態にする命令だ

許可の制御 けがあ

る。ただし、割込みを受け付けたときは割込み禁止状態になる。

。 、割込み優先順位の それぞれの割込みごとに優先順位を設定できる 割込み処理中は

30 設定 割込

み許可状態のときに、優先順位の高い割込みを受け付ける。


